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研究成果の概要（和文）：医療への無線LAN導入手順私案として電磁両立性、導入の利欠点、電磁環境シミュレーショ
ンの必要性を小冊子として執筆し、手順私案に基づく病院無線LAN導入経験を英文論文として発表した。またパソコン
向け電磁環境シミュレーションソフトを開発改良し、新しい周波数限定型電磁遮へい手法の実効性を確認して学会発表
した。
無線通信活用例としてRFIDに着目し、医療機器運用管理システムを試作し、学会等で発表した。また手術器具管理シス
テムの導入とデータ解析に参画し、導入効果を学会発表した。
近年、無線通信が多用され住宅密集地等での通信相互干渉を危惧する。そこで電力線高速通信(PLC)と医療機器の電磁
両立性を検証した。

研究成果の概要（英文）：We created procedures for wireless LAN introduction to Hospitals, then made a 
booklet that includes Electromagnetic Compatibility (EMC), the merits of introduction, and the necessity 
of electromagnetic environment simulation. Papers were published on the introduction of wireless LAN, 
based on the procedures and our experience.
We also developed, then improved, electromagnetic environment simulation software for personal computers, 
with which we confirmed the effectiveness of a new band-stop electromagnetic shielding technique. As 
examples of wireless communications usage, we constructed a medical device management system and were 
integral in the introduction and data analysis of a surgical instrument management system, both of which 
use RFID tags.
Because wireless communication systems are being increasingly introduced, there is apprehension about the 
interaction of wireless communications. Then, we verified of the EMC between power line communication 
system and various medical devices.

研究分野：医療情報学
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１．研究開始当初の背景 
先端医療にとどまらず、現代医療において
は医療機器の導入が広範囲に進んでいる。ま
た各機器は小電力駆動かつ電子制御となり
つつある。また検査機器が対象とする生体信
号はより微弱なものに拡がっており、電磁界
その他の影響を受けやすくなっている。 
その一方で、医療機関内では医療情報シス
テムへの無線 LAN の導入や、医療職への移
動体通信導入が拡がりつつある。これらは医
療現場において放射電磁界がより強い状態
になることを意味する。 
厚生労働省が推進する在院日数短縮や在
宅医療へのシフトなどの政策は、医療機器を
医療機関外で動作させる状況を増しつつあ
る。しかし在宅医療や福祉施設では、無線通
信が先に導入された環境に医療機器が持ち
込まれるケースが今後増えると考えられる。 
 
２．研究の目的 
医療機関と福祉施設のみならず、在宅医療
も含む医療環境において、特に医療機器を安
全に動作させるための環境を総合的に検討
し、また導入が進む無線通信との両立を図る
ことで、安全かつ効率的な医療の遂行を可能
とすることである。 

 
３．研究の方法 
 目標達成に向けて、以下の項目に大別され
る内容を計画とした。 
[1] 医療機器・福祉機器・各種設備(電気設備
や空調設備)・無線通信機器間相互の電磁
干渉の有無の調査 

[2] 医療における無線通信技術導入例の実
証と導入の利欠点の整理 

[3] 電磁環境シミュレーションを含む無線
通信の安全な導入手順の検討 

[4] 電磁環境シミュレーション自体の精度
と効率の向上 

[5] 医療電磁環境の概念と安全な無線通信
導入手順についての学会等での発表に
よる周知 

 
これらを実施するために、具体的には 

(1) 医療機器・福祉機器・各種設備（電気設
備や空調設備）間相互の電磁干渉調査 

(2) 医療現場における無線通信の安全な導入
に向けた手順の検討 

(3) 電磁環境シミュレーションの開発・機能
強化と実証試験 

(4) 医療における無線通信技術導入例の実証
と導入の利欠点の整理 
の 4項目の実施をめざすこととした。これら
のうち(2)については、手順の作成のみならず、
検証の上で周知することを目指した。また(3)
についてはパーソナルコンピュータ上で動
作するソフトウエアの開発を行った。(4)につ
いては、無線 LANの導入のみならず、RFID
を活用したシステムの導入による医療労働
効率の向上を検証し、利欠点を整理すること

とした。 
 
４．研究成果 
医療現場への無線 LAN 導入手順は私案を
まとめ、識者および無線 LAN 機器ベンダー
等による検証を経た上で、日本生体医工学会
医療電磁環境研究会から発行された小冊子
(図書①)の大部分として執筆した。その中で、
過去の電磁干渉観察実験の結果に基づく電
磁両立性について解説すると共に、無線通信
導入の利欠点についても述べ、無線 LAN 導
入時における電磁環境シミュレーションの
必要性について記載した。手順私案とそれに
基づく病院への無線 LAN 導入の経験は英文
論文にまとめて投稿し、掲載された(雑誌論文
②)。また手順周知のために国内外の学会にお
いて積極的に発表(学会発表③、学会発表④、
学会発表⑧、学会発表⑪)を行うと共に、オー
ガナイズドセッションを企画・実施した(学会
発表⑦、学会発表⑫、学会発表⑬)。また病院
における無線 LAN の有効な導入について、
複数の雑誌に求められて記事とした(雑誌論
文④、雑誌論文⑥、雑誌論文⑦、雑誌論文⑧、
雑誌論文⑨、雑誌論文⑩)。 
電磁環境シミュレーションはパソコン上
で動作するシミュレーションソフトウエア
として開発(学会発表⑭)し、現在も改良と機
能追加を行いつつある(学会発表⑮、学会発表
⑰)。またシミュレーションを通して新しい周
波数限定型の電磁遮へいの実効性を確認し、
学会発表を行った(学会発表⑯)。 
無線通信技術の活用例としてRFID (Radio 

Frequency Identification) 技術を用いた医
療機器運用管理システムを試作し、その有用
性や設置上の注意点について検討した。この
結果は国内外の学会において発表(学会発表
①、学会発表②、学会発表⑨、学会発表⑩)
すると共に、雑誌に求められた論文(雑誌論文
⑤)での発表および図書の 1章(図書②)として
英文で出版も行った。また研究代表者の前任
地在任中に採用したRFIDを用いた手術器具
管理システムの導入に関わると共に導入後
のデータ解析に参画した。その結果得られた
医療の質向上と効率向上に関するシステム
導入効果は国際学会において発表した(学会
発表⑥)。この他にも、医療機器への無線通信
機能付加について検討し、学会発表(学会発表
⑤)とともに、職種別研究会での招待講演を複
数受けるなどした。 
なお、残念ながら医療機器・福祉機器・各
種設備（電気設備や空調設備）間相互の電磁
干渉調査については、具体的な対象の選定に
時間を要したのみならず、代表研究者の最終
年度途中における転任もあり、成果を上げる
に至らなかった。 
無線通信が多用される近年の事情に鑑み、
住宅密集地等では外来侵入波等による無線
通信相互間の干渉が危惧される。そこで、当
初検討した目的に加えて、干渉を回避するた
めの策の一つとして今後注目される可能性



が高いと考える電力線高速通信(Power Line 
Communication、PLC)技術について、設置
した場合の電源への影響および医療機器と
の電磁両立性について検証実験を行った。そ
の結果を用いて研究会で活用の是非を検討
すると共に論文として投稿した。 
これらの活動を通して、今や大規模病院に
おける無線 LAN の導入は、より安全に進み
つつあり、我々が執筆した小冊子の活用と相
まって安心して利用されるようになったと
考える。しかし、いまだ無線 LAN の導入手
順上の問題と思われる、信号到達範囲の不完
全さや医療機器との電磁両立性に関する問
題点も散見される(雑誌論文③)。また生理機
能検査環境の不備を発見し対応した(雑誌論
文①)。 
我々の活動は過去の日本学術振興会科学
研究費補助金によるものも含め 10年を超え、
継続的に発表を行っていることもあって高
い評価を受けている。その結果として、電磁
遮へい全般に関する総説図書の改版におい
て医療機器に関わる部分の執筆を依頼され、
発刊された(図書③)。 
我々は今後も医療現場を中心として残さ
れている電磁環境の問題を解消すべく、周知
活動及び電磁環境シミュレーションの改良
に取り組む予定である。なお在宅環境は個別
大きく条件が異なるため、一般的な形での成
果が得られておらず、今後の検討課題の一つ
である。 
また我々は、今後の活動の量と範囲をより
広くすべく、研究組織の拡充を図ることを計
画している。 
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